
決算書掲載頁　P245

各種の文化芸術振興事業を通じて、市民が豊かな文化芸術的環境に身を置き、優れた文化活動に触れることによっ
て、心豊かな市民生活に寄与するために実施する。
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細事業：文化振興事業 01事業
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2

協働 昭和47年度以前

市民全般及び文化連盟会員

文楽については「古典の日」が制定されたことを機に「文化的な伝統」のより一層の普及啓発及び継続を図っていく。ま
た、文化祭についても、より市民に根ざした事業展開をめざす。
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対
象
者

市民の幅広い年齢層が参加できる機会を提供し、文化芸術活動の振興を図る。
目
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一人あたり

世帯あたり 262

110
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情
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0

0

国府支出金

地方債

建設後２０年経過していることから、文化会館の設備や舞台・音響・照明等重要備品の突発的なトラブルによる物的損失
等を未然に防ぎ、安全で信頼度の高い会館の運営を図る。
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細事業：文化施設維持保全事業 07事業
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直営 平成13年度

文化会館利用者及び周辺市民

老朽化等劣化した設備等を計画的に更新、補修することにより、経年劣化の理由による事故を未然に防ぎ、利用者に
とって安全で効率的な会館運営を行う。
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3,333

0

0.42

0.00

4,547

0

0

0

(決算額) (千円) (千円)
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外壁タイルの補修、空調機器の修繕工事を実施する。
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一人あたり

世帯あたり 167
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(円)
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地方債



細事業：文化振興事業                        

１．文化祭事業（事業運営を河内長野市文化連盟に委託） 

  市民が日頃行っている芸術・芸能・文化活動の成果を一般に公開し、市民文化の創造と振興を図った。  

  会 期  平成 24 年 10 月 20 日（土）～平成 24 年 11 月 6日（火） 

  会 場   市立文化会館、市民交流センター、河内長野駅周辺（現地講座）、  入場者 9,550 人 

  内 容  ・書展ほか 19 部門で実施  ・体験教室の実施（フラワーデザイン手作りコーナーほか 4教室） 

 

２．芸術振興事業（事業を河内長野市文化連盟に委託） 

  優れた伝統文化に触れる機会を提供し、日本の伝統芸能への認識を高め、これを次代に継承していくことを目 

 的として、25 回目の古典芸能鑑賞会として、下記の文楽公演を開催した。また、身近に伝統文化に触れることの

できる機会として小中高校生を無料招待した。 

  と き   平成 24 年 9月 29 日（土） 昼夜 2公演 

  会 場   市立文化会館 大ホール、  入場者 785 人（昼 463 人 夜 322 人） 

  内 容   昼公演・桂 川
かつらがわ

連理
れんりの

柵
しがらみ

   夜公演・二人
ににん

禿
かむろ

・義経
よしつね

千本
せんぼん

桜
ざくら

 

  主な出演者 ［太夫］豊竹嶋大夫、豊竹咲大夫  ［三味線］鶴澤藤蔵  ［人形］桐竹勘十郎 

 

３．文化振興計画推進委員会事業 

「河内長野市文化振興計画※」の推進、進捗状況等に関することを行うため文化振興計画推進委員会を開設した。 

 ＊本年度は 5回実施 

 ※ 河内長野市文化振興計画 

…本市で繰り広げられる絶え間ない文化活動の循環（サイクル）を活性化させるための社会的、物的、財政的環境条件の 

整備について、その方向性と考え方を示すもので、また、市民、文化団体・アーティスト、企業・事業者、行政などが、 

それぞれ文化活動や文化のまちづくりを進めて行くにあたっての見取り図となるもの。 

 

４．滝畑フォレストアーツ 2012事業 

  奥河内の歴史・自然を体感した上で、滝畑＝奥河内の間伐材を利用し、奥河内の自然をモチーフにした作品を  

 大阪芸術大学教員・学生の指導により子ども達が作成した。また、完成した作品の展示会（発表会）を滝畑ダム 

 の湖畔に面した滝畑レイクパークで行った。 

  開催場所 滝畑ふるさと文化財の森センター、滝畑レイクパーク 

  実施期間 平成 24 年 8月 23 日（木）～24 日（金）1泊 2日   対 象 者 小学 3～6年生 47 名  

 

細事業：文化施設維持保全事業                             

１．ＶＡＶ設備改修工事 

 ラブリーホールの地下 1階のギャラリーのダクトの不良により、夏季の吹き出しがないため不具合を改善した。 

 (1)工期 平成 24 年 5月 29 日（火）～7月 27 日（金） 

 (2)内容 ＶＡＶ設備４台の取替え調整を行った。また、天井の開口部分がないため、設置部分の天井を撤 

      去し、ＶＡＶの取替え、天井クロスの全面を張替えを行った。 

 

２．外壁補修工事 

  文化会館の外壁タイル外壁は経年劣化等により浮き等の状況が見られるため、部分的に補修した。 

  (1)工期 平成 24 年 10 月 3 日（水）～平成 25 年 2月 28 日（木） 

  (2)内容 和室南側バルコニー外壁  補修面積 33.5 ㎡ 


